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上
海
・
東
亜
同
文
書
院

メ
デ
ィ
ア
人
脈
を
考
察
す
る

│
戦
中
・
戦
後
の
三
つ
の
「
事
件
」
か
ら

飯い
い

田だ　

和か
ず

郎お

（
一
般
社
団
法
人
ア
ジ
ア
調
査
会
理
事
）

第
２
章　

文
化
大
革
命
報
道
に
お
け
る
同
文
書
院
人
脈

第
3
節　

突
然
の
命
令　

国
外
追
放

　

そ
れ
は
突
然
の
出
来
事
だ
っ
た
。
国
外
追
放
。
海
外
駐
在
記
者
と

し
て
は
最
も
重
い
処
分
に
、『
毎
日
新
聞
』
の
北
京
特
派
員
、
江
頭

数
馬
（
東
亜
同
文
書
院
第
44
期
）
は
呆
然
と
し
た
。

　

江
頭
数
馬
は
東
亜
同
文
書
院
の
3
学
年
先
輩
、
高
田
富
佐
雄
の
後

任
と
し
て
1
9
6
7
年
4
月
、北
京
に
赴
任
し
た
。
毎
日
新
聞
社
は
、

第
38
期
の
新
井
宝
雄
か
ら
高
田
富
佐
雄
、
江
頭
数
馬
と
3
代
続
け
て

同
文
書
院
O
B
を
北
京
特
派
員
に
起
用
し
て
い
た
。
文
化
大
革
命
は

高
田
の
任
期
中
か
ら
続
く
最
大
の
取
材
テ
ー
マ
だ
。
だ
が
、
江
頭
は

赴
任
か
ら
半
年
に
も
満
た
な
い
同
年
9
月
10
日
、『
サ
ン
ケ
イ
新

聞
』178、『
西
日
本
新
聞
』
の
記
者
と
と
も
に
、
国
外
追
放
を
言
い
渡
さ

れ
た
。

　

第
2
章
第
1
節
で
は
、
現
在
の
習
近
平
政
権
が
国
家
の
安
全
、
つ

ま
り
習
近
平
体
制
の
安
全
を
最
優
先
に
掲
げ
、
国
家
情
報
の
漏ろ
う

洩え
い

、

彼
ら
の
指
す
「
外
国
勢
力
の
浸
透
」
に
水
を
も
漏
ら
さ
な
い
強
権
姿

勢
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
警
戒
の
矛
先
は
中
国
に
駐
在

第5回
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す
る
外
国
人
記
者
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
第
1
節
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
中
国
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
（
F
C
C
C
）
の
報
告
書
が
、
習

近
平
政
権
が
「
当
局
が
容
認
で
き
な
い
報
道
を
排
除
す
る
傾
向
が
毛

沢
東
時
代
並
み
に
強
ま
っ
て
い
る
」
と
ま
と
め
た
、
そ
の
「
毛
沢
東

時
代
」
の
出
来
事
を
引
き
続
き
検
証
す
る
。

　

と
り
わ
け
記
者
の
国
外
追
放
と
い
う
事
態
に
向
き
合
っ
た
東
亜
同

文
書
院
O
B
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
姿
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
ず

は
、
追
放
の
対
象
と
な
っ
た
『
毎
日
新
聞
』
の
江
頭
数
馬
の
ケ
ー
ス

か
ら
み
て
い
く
。

　

北
京
市
内
の
中
国
外
交
部
庁
舎
。
出
頭
を
命
じ
ら
れ
た
江
頭
数
馬

は
9
月
10
日
、
外
交
部
新
聞
司
副
司
長
、
張
芬
彦
に
こ
の
よ
う
に
告

げ
ら
れ
た
。「
こ
こ
で
狂
気
の
よ
う
に
、
反
中
国
活
動
を
続
け
て
い

る
一
部
の
新
聞
と
記
者
に
も
う
一
度
警
告
す
る
。
す
べ
て
中
国
に
反

対
す
る
人
に
よ
い
結
果
は
な
い
。
結
局
、
偉
大
な
毛
主
席
の
い
わ
れ

た
よ
う
に
石
を
持
上
げ
て
自
分
の
足
を
打
つ
だ
け
で
あ
る
」「
あ
な

た
た
ち
と
あ
な
た
た
ち
を
代
表
す
る
新
聞
の
一
連
の
中
国
人
民
敵
視

の
行
為
、
一
連
の
ゆ
ゆ
し
い
政
治
挑
発
は
完
全
に
廖
承
志
・
松
村
記

者
交
換
協
定
の
精
神
に
そ
む
き
、
中
日
友
好
関
係
を
大
き
く
破
壊
し

た
。
こ
の
よ
う
な
記
者
が
中
国
に
残
る
こ
と
は
絶
対
に
許
せ
な
い
」。179

記
者
の
追
放
は
日
中
記
者
交
換
協
定
が
結
ば
れ
て
以
来
、
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

江
頭
数
馬
は
翌
日
か
ら
数
え
て
5
日
以
内
に
中
国
を
出
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
。こ
の
3
社
に
は
後
任
記
者
の
赴
任
を
認
め
な
い
と
い
う
。

江
頭
は
4
日
後
の
9
月
14
日
、
帯
同
し
て
い
た
妻
子
と
と
も
に
、
北

京
か
ら
広
州
、
香
港
経
由
で
帰
国
の
途
に
就
く
。
北
京
を
離
れ
た
機

上
で
の
心
中
を
帰
国
後
、
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
で
見
お
さ
め
ね
」。か
た
わ
ら
の
妻
が
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
。

北
京
発
広
州
行
き
の
中
国
民
航
の
バ
イ
カ
ウ
ン
ト
機
上
。
服
務
員

の
毛
沢
東
宣
伝
の
踊
り
や
歌
が
済
ん
で
4
、
50
人
の
乗
客
も
ほ
っ

と
ひ
と
息
を
つ
い
た
。眼
下
に
は
赤
濁
し
た
揚
子
江
を
は
さ
ん
で
、

果
て
し
な
い
湖
沼
の
海
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
二
人
の
子
供
は
無

心
に
眠
り
こ
け
て
い
る
。
私
は
「
う
ん
」
と
答
え
た
が
、
振
り
向

き
も
せ
ず
、窓
の
下
に
広
が
る
自
然
に
眼
を
す
え
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　
「
あ
な
た
は
北
京
駐
在
の
記
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

─
中
国

外
務
省
新
聞
司
の
係
員
か
ら
、
こ
う
冷
た
く
申
し
渡
さ
れ
、
造
反

の
ア
ラ
シ
の
な
か
に
放
り
出
さ
れ
て
4
日
目
。
と
に
か
く
機
上
の

人
と
な
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
に
、国
外
退
去
を
言
い
渡
さ
れ
、

毎
日
新
聞
北
京
支
局
を
た
た
む
の
に
精
一
杯
だ
っ
た
。
世
界
の
注

視
を
浴
び
た
北
京
特
派
員
か
ら
一
転
、“
特
務
（
ス
パ
イ
）”
と
呼

ば
れ
か
ね
な
い
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
、
不
安
も
ひ
と
し
お

だ
っ
た
。
し
か
し
、こ
の
国
を
去
る
と
な
る
と
、そ
の
山
河
に
“
さ

よ
な
ら
”
を
言
わ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。180

　

9
月
11
日
付
の
中
国
共
産
党
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
に
は
、
3
人

（
社
）
の
追
放
理
由
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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反
動
的
な
佐
藤
政
府
の
反
共
、
反
中
国
、
反
人
民
の
罪
悪
的
悪

事
に
大
い
に
加
担
し
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
出

し
た
厳
正
な
警
告
を
無
視
し
て
、
新
聞
紙
上
に
何
回
も
ニ
ュ
ー
ス

や
マ
ン
ガ
を
掲
載
し
、
何
は
ば
か
る
と
こ
ろ
な
く
、
中
国
の
文
化

大
革
命
を
中
傷
し
、
中
国
国
内
の
状
況
を
ゆ
が
め
、
反
中
国
の
行

動
に
出
た
。
と
く
に
我
慢
で
き
な
い
こ
と
は
ホ
コ
先
を
全
世
界
人

民
の
心
の
中
の
赤
い
赤
い
太
陽
、
わ
れ
わ
れ
の
最
も
最
も
敬
愛
す

る
指
導
者
毛
沢
東
主
席
に
向
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

に
は
絶
対
に
許
せ
な
い
こ
と
だ
。
極
め
て
憤
慨
に
堪
え
な
い
。181

　

首
相
の
佐
藤
栄
作182

は
、
中
国
と
の
今
後
の
関
係
構
築
を
考
慮
し
な

が
ら
も
、
台
湾
と
の
関
係
断
絶
に
踏
み
切
れ
ず
に
い
た
。「
厳
正
な

警
告
」
と
は
な
に
を
指
す
の
か
。
国
外
追
放
通
告
に
至
る
前
兆
は
存

在
し
て
い
た
。
こ
の
1
9
6
7
年
2
月
、
中
国
外
交
部
は
北
京
に
駐

在
す
る
日
本
記
者
団
の
幹
事
と
『
毎
日
新
聞
』
の
高
田
富
佐
雄
を
呼

び
、「
最
近
の
毎
日
紙
面
は
し
き
り
に
マ
ン
ガ
で
偉
大
な
毛
主
席
と

文
革
に
あ
く
ど
い
攻
撃
を
し
か
け
た
」
と
抗
議
し
て
い
る
。183

　
『
毎
日
新
聞
』
紙
上
で
は
同
年
2
月
3
日
付
夕
刊
と
10
日
付
夕
刊

の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
毛
沢
東
と
目
さ
れ
る
男
性
を
描
い
た
漫
画
を

掲
載
し
て
い
た
。

　

2
作
は
い
ず
れ
も
『
毎
日
新
聞
』
を
中
心
に
、
戦
前
か
ら
政
治
・

時
事
漫
画
を
描
き
続
け
て
き
た
那
須
良
輔
の
作
品
で
あ
る
。「
火
薬

ダ
ル
の
上
の
踊
り
」
と
題
し
た
3
日
付
夕
刊
は
、
紅
衛
兵
を
鼓
舞
し

【図13】1967年 9月11日『人民日報』 5面
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て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。人
民
帽
に
人
民
服
姿
、核
ミ
サ
イ
ル
を
背
負
っ

た
人
物
が
火
薬
樽
の
上
に
立
ち
、
両
手
に
火
の
つ
い
た
た
い
ま
つ
を

振
り
か
ざ
す
。
い
つ
自
ら
が
爆
死
す
る
か
わ
か
ら
な
い
危
う
さ
を
描

い
て
い
る
。

　

一
方
、
10
日
付
夕
刊
の
漫
画
は
2
つ
の
カ
ッ
ト
か
ら
な
る
。「
文

化
大
革
命
」と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
し
た
人
物
が
、「
ソ
連
」

と
記
さ
れ
た
背
広
の
人
物
に
襲
い
掛
か
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

背
の
高
い
米
国
男
性
が
2
人
の
「
北
ベ
ト
ナ
ム　

ベ
ト
コ
ン
」
兵
士

に
対
し
「
和
平
」
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ー
ズ
だ
。「
ベ
ト
コ
ン
」
兵
は

銃
を
捨
て
て
い
る
。「
風
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
の
こ
と
わ
ざ
を

意
識
し
た
の
だ
ろ
う
、
タ
イ
ト
ル
は
「
風
吹
け
ば
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
喜

ぶ
」。
泥
沼
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
続
い
て
い
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支

援
す
る
中
ソ
両
国
が
仲
違
い
す
れ
ば
、南
ベ
ト
ナ
ム
側
の
米
国（
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
統
領
）
を
利
す
る
と
い
う
意
味
合
い
だ
ろ
う
。

　

江
頭
数
馬
は
「
当
時
毛
沢
東
主
席
を
マ
ン
ガ
に
し
て
紙
面
に
掲
載

し
た
こ
と
が
、
中
共
側
を
刺
激
し
て
い
た
の
で
、
毎
日
を
含
む
在
東

京
の
各
紙
が
元
首
な
ら
び
に
元
首
に
相
当
す
る
人
物
の
マ
ン
ガ
に
つ

い
て
は
、
国
情
の
違
い
と
国
際
的
儀
礼
を
特
に
配
慮
す
る
よ
う
に
し

て
い
た
」184

が
、
国
外
追
放
と
い
う
最
悪
の
結
果
に
至
る
と
は
、
だ
れ

も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

中
国
外
交
部
は
6
月
に
は
日
本
人
記
者
団
に
、「
東
京
駐
在
の
中

国
記
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
、
制
限
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
が
続
く

な
ら
対
応
措
置
を
と
る
」
と
警
告
し
た
。185

那
須
漫
画
の
題
材
と
な
っ

【図14】1967年 2月 3日
『毎日新聞』夕刊 2面

【図15】1967年 3月10日
『毎日新聞』夕刊 4面
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た
の
は
、
中
ソ
関
係
が
「
事
実
上
、
国
交
断
絶
の
一
歩
手
前
と
い
う

き
わ
ど
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
た
」186

同
年
1
月
25
日
、
モ
ス
ク
ワ
で

発
生
し
た
“
赤
の
広
場
事
件
”187

が
、「
極
限
ま
で
悪
化
さ
せ
る
直
接

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」188

か
ら
だ
ろ
う
。

　

中
国
共
産
党
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
は
“
赤
の
広
場
事
件
”
発
生

直
後
の
同
月
27
日
、「
ソ
連
修
正
主
義
者
の
バ
カ
も
の
た
ち
の
狂
っ

た
挑
発
に
痛
撃
を
く
ら
わ
せ
よ
う
」「
こ
の
血
の
債
務
は
必
ず
支
払

わ
せ
る
」
と
い
う
激
し
い
言
葉
を
使
っ
た
社
説
を
掲
げ
た
。189

　

こ
れ
は
2
月
3
日
朝
刊
掲
載
の
『
毎
日
新
聞
』
社
説
が
指
摘
す
る

よ
う
に
「
中
共
の
文
化
大
革
命
自
体
が
、
革
命
五
十
年
を
経
た
ソ
連

の
国
内
に
み
ら
れ
る
自
由
化
現
象
な
ど
を
“
修
正
主
義
”
と
し
て
、

今
後
、
中
国
大
陸
に
芽
生
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
反
ソ

的
色
彩
を
も
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」190

か
ら
だ
。

　

江
頭
数
馬
の
国
外
退
去
命
令
は
、
中
ソ
対
立
か
ら
端
を
発
し
、
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
波
及
し
た
形
だ
が
、
江
頭
は
自
身
へ
の
処
分
＝

国
外
追
放
に
つ
い
て
、
2
点
の
漫
画
掲
載
な
ど
『
毎
日
新
聞
』
だ
け

に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
佐
藤
首
相
の
訪
台
に
対
す
る
中
国

側
の
し
っ
ぺ
返
し
」191

と
推
測
す
る
。
時
の
首
相
、
佐
藤
栄
作
は
追
放

命
令
直
前
の
同
月
8
日
、
中
国
側
が
強
烈
に
反
対
す
る
な
か
、
台
湾

を
訪
問
し
、
総
統
の
蒋
介
石
と
会
見
し
て
い
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
外
交
部
は
こ
の
年
の
6
月
に
、
東
京
駐
在

の
中
国
記
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
、
制
限
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、

対
抗
措
置
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
れ
は
第
1
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に

2
0
2
0
年
3
月
、
外
交
部
が
米
主
要
3
紙
の
北
京
駐
在
の
米
国
籍

記
者
を
国
外
退
去
処
分
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

こ
の
時
は
米
国
が
在
米
中
国
メ
デ
ィ
ア
5
社
に
対
し
、
在
米
中
国

人
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
に
上
限
を
設
け
た
こ
と
へ
の
対
抗
措
置
だ
っ
た

が
、
ま
っ
た
く
同
種
の
し
っ
ぺ
返
し
と
も
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

一
部
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
し
た
報
復
措
置
は
、
今
も
中
国
外
交
の

常じ
ょ
う

套と
う

手
段
で
あ
る
。

　

江
頭
数
馬
は
妻
子
3
人
と
と
も
に
、
広
東
省
深
圳
か
ら
香
港
へ
出

国
す
る
。「
こ
の
税
関
［
深
圳
…
引
用
者
注
］
の
取
り
調
べ
で
、
中

国
の
文
化
大
革
命
が
容
易
な
ら
ぬ
事
態
に
あ
る
こ
と
を
、
ま
ざ
ま
ざ

と
感
じ
た
。
税
関
吏
は
、
私
た
ち
が
カ
ベ
新
聞
を
読
ん
だ
こ
と
を
ひ

ど
く
と
が
め
、
解
放
軍
の
動
向
を
書
い
た
こ
と
を
根
掘
り
葉
掘
り
問

い
た
だ
し
た
」。192

中
国
外
交
部
が
3
記
者
に
命
じ
た
退
去
期
限
の
最

終
日
、
9
月
15
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』、『
西
日
本
新
聞
』、『
毎
日
新
聞
』
の
3
社
の

中
国
駐
在
特
派
員
は
空
白
状
態
に
な
っ
た
。
国
外
退
去
は
、
日
本
国

内
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。
3
社
を
含
む
全
国
の
主
要
新
聞
社
・

放
送
局
が
加
盟
す
る
日
本
新
聞
協
会
の
編
集
部
長
、前
田
雄
二
は「
駐

在
記
者
が
、
記
者
と
し
て
の
取
材
、
報
道
活
動
を
し
て
い
る
限
り
に

お
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
ど
ん
な
に
一
方
的
な
も
の
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
て
も
、
と
が
め
だ
て
は
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。（
略
）
新
聞
記

者
本
来
の
活
動
で
あ
れ
ば
、
報
道
、
通
信
の
自
由
を
保
障
す
る
の
が

協
定
の
規
定
だ
と
い
う
の
が
、
日
本
側
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
観
点



— 34 —

か
ら
す
れ
ば
、
今
回
、
中
国
の
と
っ
た
日
本
人
３
記
者
追
放
の
措
置

は
、
き
わ
め
て
奇
異
で
、「
協
定
の
精
神
」
に
そ
む
い
た
も
の
と
い

う
以
外
に
言
い
よ
う
は
な
い
」193
と
中
国
サ
イ
ド
を
厳
し
く
非
難
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
業
界
団
体
で
あ
る
日
本
新
聞
協
会
の
反
応
以
上
に
、

自
社
の
特
派
員
が
追
放
処
分
に
な
っ
た
当
該
3
社
は
対
応
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

第
4
節　

追
放
処
分
へ
の
対
応　

想
起
さ
せ
る
竹
槍
事
件

　

北
京
特
派
員
の
追
放
と
い
う
知
ら
せ
に
、
3
社
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
毎
日
新
聞
社
の
例
を
見
た
い
。
江
頭
数

馬
と
同
じ
東
亜
同
文
書
院
卒
業
生
だ
っ
た
編
集
主
幹
、
田
中
香
苗
の

様
子
が
わ
か
る
資
料
が
あ
る
。
田
中
が
北
京
に
い
た
江
頭
と
そ
の
家

族
を
案
じ
る
様
子
を
、
江
頭
は
書
き
残
し
て
い
る
。
退
去
期
限
ま
で

あ
と
3
日
間
、
北
京
支
局
閉
鎖
に
伴
い
、
あ
わ
た
だ
し
く
整
理
に
追

わ
れ
て
い
た
9
月
12
日
の
こ
と
だ
。

12
日
夕
方
、毎
日
新
聞
本
社
か
ら
国
際
電
話
が
入
る
。「（
東
京
も
）

万
全
の
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
田
中
編
集
主
幹
、
枝
松
編
集
局
長

も
心
配
し
て
い
る
。
早
く
出
て
き
て
ほ
し
い
」194 

　

当
時
、
外
信
部
長
と
し
て
江
頭
ら
家
族
4
人
の
帰
国
に
向
け
た
対

応
に
あ
た
っ
て
い
た
山
内
大
介
は
「
田
中
編
集
主
幹
が
外
信
部
長
の

私
に
た
だ
一
言
『
江
頭
君
が
無
事
脱
出
、
帰
国
で
き
る
よ
う
に
全
力

を
挙
げ
て
く
れ
』
と
だ
け
言
っ
た
」195

と
記
憶
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
第
1
章
を
振
り
返
り
た
い
。戦
時
下
の
1
9
4
4
年
2
月
、

『
毎
日
新
聞
』
は
、「
竹
槍
で
は
間
に
合
は
ぬ
」
と
の
見
出
し
と
と
も

に
軍
部
を
批
判
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。
の
ち
に
竹
槍
事
件
と
呼
ば

れ
る
紙
面
を
決
断
し
た
の
は
、
吉
岡
文
六
で
あ
る
。
竹
槍
事
件
か
ら

23
年
が
経
過
し
、
同
社
の
専
務
取
締
役
兼
編
集
主
幹
に
な
っ
て
い
た

田
中
香
苗
は
、
か
つ
て
吉
岡
の
直
属
の
部
下
だ
っ
た
。
竹
槍
事
件
当

時
、
編
集
局
長
だ
っ
た
吉
岡
の
も
と
、
田
中
は
東
亜
部
長
の
ポ
ス
ト

に
あ
っ
た
。
2
人
は
同
じ
く
東
亜
同
文
書
院
を
卒
業
し
た
先
輩
、
後

輩
の
関
係
で
あ
り
、
同
じ
く
毎
日
新
聞
社
で
、
中
国
専
門
記
者
の
道

を
歩
ん
で
き
た
。

　
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
─
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
─
』
の
記
述

（
無
署
名
）
は
、「
吉
岡
文
六
（
第
19
期
）
の
文
章
は
大
河
の
ご
と
く
、

三
池
玄
佐
夫
（
第
18
期
）
の
そ
れ
は
湖
水
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
両
先
輩
の
文
風
を
受
け
継
い
だ
の
が

田
中
と
い
わ
れ
る
」196

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
田
中
は
吉
岡
の
影
響
を
受

け
て
い
た
。
ち
な
み
に
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
─
創
立
八
十
周
年

記
念
誌
─
』
に
よ
る
と
、
三
池
玄
佐
夫197

は
若
山
牧
水198

の
弟
子
で
「
虚

谷
」
と
号
し
、
優
れ
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
。「
満
洲
事
変
当
時
の
奉

天
特
派
員
と
し
て
多
彩
な
名
文
の
特
電
を
放
っ
た
」199

と
さ
れ
る
。
東

亜
同
文
書
院
の
同
窓
で
1
期
後
輩
の
吉
岡
と
違
っ
た
タ
イ
プ
な
が

ら
、
三
池
も
異
彩
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。

　

竹
槍
事
件
の
責
任
を
取
る
形
で
毎
日
新
聞
社
を
離
れ
た
吉
岡
文
六
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に
、
さ
か
ん
に
復
職
を
求
め
た
の
も
田
中
香
苗
だ
っ
た
。
田
中
が
吉

岡
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
中
国
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
知
識
、
取
材
手
法
、

筆
致
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
言
論
人
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う

か
。
竹
槍
事
件
に
お
け
る
吉
岡
の
態
度
を
間
近
で
見
て
い
た
田
中
に

と
っ
て
、
吉
岡
が
死
去
し
た
あ
と
も
、
吉
岡
は
良
き
手
本
だ
っ
た
こ

と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。な
に
よ
り
、文
化
大
革
命
の
影
響
に
よ
っ

て
、
部
下
が
国
外
追
放
さ
れ
る
の
は
、
田
中
自
身
が
長
く
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
場
と
し
て
き
た
中
国
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
前
述
の
と

お
り
、
田
中
は
専
務
取
締
役
と
い
う
組
織
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
で
も

あ
っ
た
。

　

そ
の
田
中
香
苗
が
吉
岡
文
六
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
意
識
し
た
と

推
測
で
き
る
場
面
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
さ
な
か
の
1
9
6
5
年

2
月
、
米
国
は
対
峙
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
爆
撃
（
北
爆
）
を
開
始

し
た
。
日
本
の
報
道
各
社
は
戦
地
へ
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
派
遣
す

る
な
ど
、
米
ソ
両
陣
営
の
代
理
戦
争
を
競
っ
て
報
じ
て
い
た
。

　

米
国
時
間
の
同
年
4
月
29
日
、
米
議
会
上
院
の
外
交
委
員
会
に
お

い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
つ
い
て
開
か
れ
た
同
年
4
月
7
日
の
秘
密

聴
聞
会
で
の
証
言
記
録
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
証
言
記
録
に
は
、
米

政
府
高
官
の
驚
く
べ
き
見
解
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ボ
ー
ル
国
務
次
官

は
『
毎
日
新
聞
』
を
名
指
し
し
「
そ
の
編
集
者
の
中
に
は
多
数
の
共

産
主
義
者
が
お
り
、
そ
れ
で
批
判
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
だ
」

と
非
難
し
て
い
た
。
ま
た
、
前
駐
日
大
使
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
国
務
次

官
補
も
「（
毎
日
、
朝
日
の
）
両
新
聞
と
も
（
共
産
主
義
者
に
）
浸

透
さ
れ
て
い
る
」
と
証
言
し
た
と
い
う
。200

　

い
ず
れ
も
、
雨
の
よ
う
に
降
る
爆
撃
を
受
け
た
北
ベ
ト
ナ
ム
の
惨

状
を
日
々
、
詳
報
し
、
北
爆
継
続
を
非
難
す
る
両
新
聞
社
の
論
調
を

や
り
玉
に
挙
げ
た
も
の
だ
。『
毎
日
新
聞
』
は
即
座
に
4
月
30
日
付

朝
刊
の
紙
面
上
で
、
田
中
香
苗
・
編
集
主
幹
名
の
談
話
を
掲
載
し
、

米
政
府
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
責
任
あ
る
説
明
を
要
求
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
日
米
の
友
好
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
い
気
持
ち
は
さ

ら
さ
ら
な
い
。
真
の
友
人
間
の
理
解
の
促
進
の
た
め
に
は
善
意
の

批
判
や
忠
告
が
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。
米
上
院
外
交
委
員

【図16】1965年 4月30日
『毎日新聞』朝刊 1面
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会
と
い
う
権
威
の
場
で
な
さ
れ
た
米
高
官
た
ち
の
証
言
内
容
は
、

毎
日
新
聞
社
の
編
集
権
の
権
威
に
対
す
る
不
そ
ん
な
発
言
で
あ

る
。（
略
）
編
集
方
針
が
共
産
主
義
者
に
影
響
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
事
実
に
い
た
っ
て
は
絶
対
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
米
高
官
の
証

言
内
容
は
、
日
本
の
世
論
と
国
民
に
対
す
る
重
大
な
る
侮
辱
で
も

あ
る
。（
略
）
米
国
の
政
策
立
案
者
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
薄
弱
な

対
日
認
識
の
も
と
に
、
ア
ジ
ア
政
策
を
進
め
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ

き
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
わ
れ
わ
れ
は
自
由
陣
営
の
正
し

い
ア
ジ
ア
政
策
の
遂
行
の
た
め
に
、
国
民
の
世
論
を
公
正
に
反
映

し
た
新
聞
を
作
る
方
針
を
い
さ
さ
か
も
く
ず
す
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
が
真
の
日
米
間
の
友
好
と
理
解
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
と
信
じ
て
い
る
。201

　

田
中
香
苗
の
談
話
に
お
い
て
、「
ア
ジ
ア
政
策
」
と
い
う
単
語
が

2
回
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

田
中
香
苗
自
身
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
経
験
し
た
日
中
戦

争
、
太
平
洋
戦
争
、
敗
戦
を
経
て
、
日
本
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ

し
て
米
国
を
中
心
と
す
る
西
側
陣
営
の
一
員
に
な
っ
た
。
戦
時
下
に

言
論
統
制
を
強
い
ら
れ
た
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
「
言
論
の
自

由
」
を
ど
の
国
よ
り
大
切
に
す
る
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
日
本

の
最
大
の
守
護
者
は
米
国
で
あ
り
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
日

米
安
保
体
制
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
。
田
中
は
談
話
で
こ
う
訴

え
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、「
日
本
の
世
論
と
国
民
に
対

す
る
重
大
な
侮
辱
」
と
な
る
証
言
を
行
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い

米
政
府
の
高
官
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
「
薄
弱
な
対
日
認
識
」

の
上
に
立
っ
て
今
後
、
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
政
策
が
遂
行
で
き
る
の

か
。
田
中
に
は
そ
ん
な
憤
り
が
あ
ふ
れ
た
。

　

同
じ
く
「
共
産
主
義
者
に
浸
透
さ
れ
た
」
と
名
指
し
さ
れ
た
も
う

一
方
の
朝
日
新
聞
社
は
、『
毎
日
新
聞
』
と
同
じ
30
日
朝
刊
に
「
事

実
無
根
の
マ
証
言
」202

と
の
タ
イ
ト
ル
で
「
鈴
川
朝
日
新
聞
東
京
本
社

編
集
局
長
談
話
」
を
載
せ
る
も
、
そ
れ
は
第
2
面
で
2
段
見
出
し
。

専
務
取
締
役
を
兼
ね
た
編
集
主
幹
、
田
中
の
名
で
抗
議
し
た
『
毎
日

新
聞
』
と
は
ラ
ン
ク
も
、
即
座
に
1
面
に
大
面
積
を
使
っ
て
の
抗
議

談
話
を
出
す
姿
勢
も
、
そ
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
猛
反
発
の
影
響
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ

う
。
米
国
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
米
国
時
間
の
翌
30
日
、「
日
本

の
主
要
新
聞
が
現
在
、
偏
向
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
い
る
と
か
、

共
産
主
義
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
米
政
府
の

責
任
あ
る
政
府
当
局
者
の
見
解
で
は
な
い
」
と
の
声
明
を
出
し
た
。203

事
実
上
の
訂
正
で
あ
る
。
軍
配
は
『
毎
日
新
聞
』、
そ
し
て
田
中
香

苗
に
上
が
っ
た
。

　

米
国
を
相
手
に
猛
然
と
抗
議
す
る
田
中
香
苗
の
姿
勢
は
、
竹
槍
事

件
で
吉
岡
が
軍
部
に
対
し
て
貫
い
た
態
度
に
通
じ
る
。
前
出
の
田
中

談
話
に
あ
る
よ
う
に
、「
真
の
友
人
間
の
理
解
の
促
進
の
た
め
に
は

善
意
の
批
判
や
忠
告
が
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
」
な
の
は
、
そ
の
相
手

を
米
国
か
ら
中
国
に
代
え
て
も
変
わ
ら
な
い
。
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そ
れ
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
江
頭
数
馬
の
国
外
追
放
処
分

後
に
下
し
た
田
中
香
苗
の
判
断
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
。
編
集
主
幹

談
話
に
あ
る
「
そ
れ
が
真
の
日
米
間
の
友
好
と
理
解
に
役
立
つ
」
と

の
信
念
は
、「
日
米
間
」
を
、
今
度
は
「
日
中
間
」
に
置
き
換
え
て

文
化
大
革
命
報
道
に
あ
て
は
め
ら
れ
る
。

　

文
化
大
革
命
時
に
場
面
を
戻
そ
う
。
田
中
香
苗
は
、
国
外
追
放
と

な
っ
た
江
頭
数
馬
と
そ
の
家
族
3
人
の
身
を
案
じ
る
一
方
、
中
国
当

局
に
よ
る
処
分
に
激
怒
し
て
い
た
。
田
中
に
仕
え
る
編
集
局
長
だ
っ

た
枝
松
茂
之
は
回
顧
す
る
。「『
と
に
か
く
追
放
の
理
由
を
聞
き
質
せ
。

記
者
協
定
［
日
中
記
者
交
換
協
定
…
引
用
者
注
］
の
世
話
を
し
て
い

る
古
井
を
通
じ
て
周
恩
来
に
断
乎
た
る
抗
議
を
出
せ
』
と
私
に
命
じ

た
」。204

田
中
は
、
日
中
間
に
正
式
な
外
交
関
係
が
な
い
こ
の
こ
ろ
、

日
本
と
中
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
家
同
士
の
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
古
井

喜
実205

、
そ
れ
に
首
相
の
周
恩
来206

を
使
っ
て
で
も
、
納
得
す
る
回
答
を

求
め
た
。
宮
森
喜
久
二
に
よ
る
と
、
田
中
は
「『
退
去
の
理
由
、
そ

れ
に
対
す
る
こ
ち
ら
の
言
い
分
、
そ
れ
を
話
し
合
っ
て
こ
そ
日
中
真

の
友
好
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
』
と
い
う
の
が
そ
の
精
神
で
、

（
略
）揉
み
手
、平
身
低
頭
の
態
度
を
厳
に
慎
む
よ
う
指
示
し
た
」。207『
毎

日
新
聞
』
は
日
本
人
記
者
3
人
の
国
外
退
去
に
対
し
、
9
月
20
日
付

朝
刊
の
社
説
で
次
の
よ
う
に
主
張
を
展
開
し
た
。

　

毎
日
新
聞
は
じ
め
戦
後
の
日
本
の
一
般
新
聞
が
、
自
由
な
新
聞

と
し
て
あ
ら
ゆ
る
権
力
か
ら
独
立
し
、
い
や
し
く
も
政
府
の
“
代

弁
者
”
な
ど
で
な
い
こ
と
は
内
外
に
し
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
し
て
政
府
の
反
中
国
行
為
を
“
吹
聴
”
す
る
よ
う
な
意
図
は
さ

ら
さ
ら
な
い
の
で
あ
り
、
北
京
の
外
交
当
局
が
非
難
す
る
よ
う
な

事
由
は
ま
っ
た
く
心
外
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。208

　

新
聞
社
説
は
複
数
の
論
説
委
員
が
協
議
し
な
が
ら
、
そ
の
論
調
を

ま
と
め
上
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
協
議
内
容
に
沿
っ
て
担
当
論
説

委
員
が
執
筆
す
る
が
、
当
然
な
が
ら
、
こ
の
時
は
編
集
部
門
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
編
集
主
幹
・
田
中
香
苗
の
目
を
通
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
田
中
の
方
針
は
、
前
述
の
米
国
に
よ
る
北
爆
時
に
、
米
国
務

省
に
対
し
て
行
っ
た
抗
議
に
相
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
ま
で

貫
い
た
田
中
の
ス
タ
ン
ス
に
は
、
自
身
が
知
り
尽
く
し
た
中
国
で
の

経
験
も
加
味
さ
れ
て
い
た
。
枝
松
茂
之
は
田
中
が
こ
の
よ
う
に
話
し

た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

　

田
中
さ
ん
は
一
貫
し
て
言
っ
て
い
た
。「
自
分
の
長
い
経
験
か

ら
し
て
、
中
国
人
は
何
で
も
ペ
コ
ペ
コ
す
る
よ
う
な
日
本
人
を
決

し
て
尊
敬
し
な
い
。
少
々
痛
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
本
当
の
こ
と
を

言
う
者
を
肚
で
は
尊
敬
す
る
も
の
だ
。
戦
前
戦
中
に
は
い
わ
ゆ
る

買マ
イ

弁ベ
ン

と
称
す
る
中
国
人
が
い
て
、
日
本
の
出
先
に
お
世
辞
を
使
っ

て
う
ま
い
汁
を
吸
っ
て
い
た
。
こ
の
連
中
を
使
う
と
便
利
に
違
い

な
い
。
け
れ
ど
も
誰
も
本
気
で
彼
ら
を
尊
敬
し
な
か
っ
た
。
立
場

が
変
わ
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
よ
」
と
。209
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「
買
弁
」
と
は
清
代
の
1
8
0
0
年
代
か
ら
1
9
4
0
年
代
に
か

け
、
対
中
進
出
を
加
速
さ
せ
る
欧
米
列
強
の
資
本
に
取
り
入
っ
た
中

国
商
人
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
中
国
人
で
あ
り
な
が
ら
自
国
の

利
益
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
や
人
物
を
指
す
。

　

田
中
香
苗
も
東
亜
同
文
書
院
時
代
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
中
国
人
を
観
察
し
続
け
て
き
た
。
中
国
人
に
ど
の
よ
う

に
接
す
れ
ば
、
尊
敬
を
得
て
真
の
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る
の
か
。

感
情
の
み
に
よ
っ
て
反
発
す
る
の
で
は
な
い
。
中
国
を
熟
知
す
る
が

ゆ
え
の
計
算
は
、
次
の
指
示
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

　

宮
森
喜
久
二
が
記
憶
し
て
い
た
よ
う
に
「
揉
み
手
、
平
身
低
頭
の

態
度
を
厳
に
慎
む
よ
う
指
示
し
た
」
田
中
は
決
断
す
る
。「
退
去
命

令
を
受
け
な
い
社
の
記
事
が
揉
み
手
か
つ
唯
唯
諾
諾
た
る
無
性
格
な

も
の
な
の
で
、
か
か
る
記
事
し
か
書
け
な
い
環
境
な
ら
特
派
員
を
置

く
必
要
は
な
い
」210

と
。

　

北
京
に
残
留
す
る
た
め
、
文
化
大
革
命
へ
の
批
判
の
矛
を
収
め
た

よ
う
な
記
事
を
書
く
社
も
、
同
じ
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
中
に
は
あ
っ

た
。
中
国
に
対
し
て
友
好
的
か
否
か
。
中
国
側
が
今
日
に
至
る
ま
で
、

多
用
す
る
「
友
好
的
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
中
国
当
局
が
外
国
メ

デ
ィ
ア
を
選
別
す
る
た
め
の
秤は
か
りで

あ
り
、「
友
好
的
」
な
報
道
と
は
、

時
と
し
て
中
国
側
の
意
図
に
沿
っ
た
報
道
を
意
味
す
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
外
国
メ
デ
ィ
ア
へ
の
国
外
追
放
は
続
く
。
中

国
に
常
駐
す
る
日
本
の
報
道
機
関
は
、
記
者
交
換
協
定
で
常
駐
が
認

め
ら
れ
た
9
社
の
う
ち
、『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』、『
西
日
本
新
聞
』、『
毎

日
新
聞
』　

の
3
社
に
続
い
て
追
放
、
ま
た
駐
在
記
者
証
が
更
新
さ

れ
ず
、
北
京
に
残
れ
た
の
は
朝
日
新
聞
社
1
社
に
な
っ
た
。『
朝
日

新
聞
』
の
北
京
特
派
員
、
秋
岡
家
栄
は
の
ち
に
自
著
の
中
で
、

1
9
7
0
年
10
月
の
出
来
事
を
記
し
な
が
ら
「
北
京
に
赴
任
し
て
満

三
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
N
H
K
記
者
の
再
入
国
拒
否
、
共
同
通

信
支
局
閉
鎖
の
あ
と
を
う
け
て
、
北
京
に
お
け
る
日
本
人
特
派
員
は

私
一
人
に
な
っ
て
い
た
」211

と
回
想
し
て
い
る
。

　

で
は
、
そ
の
当
時
の
『
朝
日
新
聞
』
の
中
国
報
道
は
、
田
中
の
言

う
「
揉
み
手
か
つ
唯
唯
諾
諾
た
る
無
性
格
な
も
の
」
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
日
本
新
聞
協
会
は
1
9
7
1
年
10
月
、「
揺
れ
動
く
世
界
と

新
聞
報
道
」と
題
し
て
討
論
会
を
開
催
し
た
。学
者
3
人
に
加
え
、『
朝

日
新
聞
』、『
毎
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』
か
ら
編
集
幹
部
が
出
席
し

計
6
人
に
よ
っ
て
議
論
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
「
流
動
化
す
る
国
際

情
勢
と
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」。
幾
分
、
下
火
に
な
っ
た

と
は
い
え
、
文
化
大
革
命
は
ま
だ
続
い
て
い
た
。
こ
の
模
様
は
、
日

本
新
聞
協
会
が
発
行
す
る
『
新
聞
研
究
』
1
9
7
2
年
1
月
号
に
詳

報
さ
れ
て
い
る
。『
朝
日
新
聞
』
の
論
説
主
幹
、
江
幡
清
は
自
社
の

立
場
を
こ
う
主
張
し
た
。

　

基
本
的
に
戦
争
状
態
に
あ
り
、
国
交
が
回
復
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
お
の
ず
か
ら
制
約
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
場
合
の
日
本

の
新
聞
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
と
く
に
現
地
の
記
者
の
場
合
、
極

端
に
い
え
ば
、現
実
に
中
国
の
な
か
で
何
が
進
行
し
て
い
る
の
か
、
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歴
史
の
証
人
と
し
て
継
続
的
に
見
て
い
る
だ
け
で
も
よ
ろ
し
い
と

い
え
る
。
そ
れ
で
も
日
中
関
係
の
将
来
の
長
い
友
好
関
係
を
築
き

あ
げ
る
上
に
役
に
立
つ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。212

　

こ
れ
に
対
し
、中
国
政
治
を
専
門
と
す
る
東
京
外
国
語
大
助
教
授
、

中
島
嶺
雄
は
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

　

新
聞
の
中
国
報
道
の
困
難
性
は
十
分
に
認
め
る
の
で
す
。
た
だ

日
本
に
と
っ
て
中
国
の
姿
を
リ
ア
ル
に
つ
か
む
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
、
こ
と
に
国
交
を
回
復
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
の
時
期
に

お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
江
幡
さ

ん
が
言
わ
れ
た
と
に
か
く
北
京
に
い
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
ど

れ
ほ
ど
の
意
義
を
見
い
出
し
得
る
か
。
最
近
の
状
況
を
見
て
い
る

と
、
み
ず
か
ら
自
分
の
手
足
を
し
ば
る
よ
う
な
傾
向
が
非
常
に
強

い
の
じ
ゃ
な
い
か
。（
略
）
中
国
報
道
の
信
頼
性
が
非
常
に
そ
こ

な
わ
れ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。213

　
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
─
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
─
』
が
田
中

香
苗
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
た
記
述（
無
署
名
）に
よ
る
と
、「
戦

後
の
日
中
関
係
で
も
、
中
国
と
日
本
を
愛
す
る
立
場
か
ら
筋
を
通
し

て
、
い
わ
ゆ
る
“
土
下
座
報
道
”
を
排
す
る
襟き
ん

度ど

を
厳
し
く
護
り
通

し
た
」214

田
中
の
信
念
は
、「
真
実
を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
中
国
に
対
す

る
真
の
愛
情
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
文
革
の
波
の
高
ま
り
の

中
で
も
彼
は
本
当
の
こ
と
を
言
う
新
聞
づ
く
り
を
か
た
く
な
ま
で
に

守
っ
た
」215

こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。

　

田
中
香
苗
の
「
中
国
に
対
す
る
真
の
愛
情
」
と
は
何
か
。
宮
森
喜

久
二
に
よ
る
と
、「
田
中
の
中
国
観
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、（
略
）
基

本
は
中
国
の
国
家
民
族
を
尊
重
し
、
庶
民
の
生
活
に
多
分
の
愛
情
を

抱
き
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。216

そ

の
源
流
は
や
は
り
、
東
亜
同
文
書
院
で
の
学
生
時
代
で
あ
り
、
そ
の

後
新
聞
記
者
と
し
て
、
国
際
関
係
を
見
据
え
な
が
ら
、
積
み
重
ね
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

報
道
人
と
し
て
の
良
識
。
田
中
は
そ
れ
を
重
ん
じ
た
。
田
中
は
毎

日
新
聞
社
の
専
務
取
締
役
か
ら
会
長
と
な
っ
て
い
た
1
9
6
8
年
10

月
、
同
じ
く
日
本
新
聞
協
会
が
呼
び
か
け
た
研
究
座
談
会
に
出
席
し

て
い
る
。
テ
ー
マ
は
「
社
会
変
動
下
に
お
け
る
客
観
報
道
」。『
新
聞

研
究
』
の
同
年
12
月
号
に
そ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
新
聞
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、“
公
正
の
原

則
”
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
が
“
公
正
”
で
あ
る
の
か
。（
略
）

日
本
の
長
い
発
達
史
の
中
で
“
不
偏
不
党
”“
中
道
主
義
”
と
い

う
共
通
の
原
則
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
が
“
公
正
”
の
原
則
で
あ

り
、“
客
観
報
道
”
の
原
理
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の

と
お
り
で
あ
る
。“
中
道
主
義
”
と
い
う
の
は
、
山
と
山
の
間
の

谷
間
を
歩
く
と
か
、
加
え
て
二
で
割
る
、
と
い
っ
た
単
純
な
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
に
左
右
に
偏
せ
ず
、あ
ら
ゆ
る
圧
力
に
抗
し
て
、
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谷
間
な
ら
ぬ
峰
の
頂
角
を
い
く
よ
う
な
、
け
わ
し
い
戦
い
を
意
味

す
る
。（
略
）
こ
れ
は
、
新
聞
報
道
な
い
し
新
聞
づ
く
り
に
処
す

る
“
心
の
ワ
ク
”
と
も
い
う
べ
き
で
あ
り
、
価
値
判
断
の
基
準
と

な
る
も
の
で
あ
っ
て
、“
良
識
”
と
い
い
か
え
て
も
い
い
。
か
り

に
も
し
、
こ
の
“
中
道
主
義
”
が
新
聞
人
の
恣
意
や
独
善
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
新
聞
の
自
殺
行
為
で
あ
り
、
読
者
の
批
判
に
耐

え
う
る
は
ず
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
点
に
自
信
を
も
ち
た
い

と
思
う
。
そ
れ
で
は
良
識
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、（
略
）

少
な
く
と
も
、
健
全
な
常
識
の
あ
る
者
な
ら
だ
れ
で
も
、
そ
の
時
、

そ
の
問
題
に
つ
い
て
“
公
平
”
な
い
し
、“
公
正
”
と
考
え
る
目

安
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
れ
が
“
良
識
”
だ
ろ
う
と
思
う
。217

　

こ
の
考
え
方
は
、
東
亜
同
文
書
院
の
先
輩
で
あ
り
、
卒
業
後
進
ん

だ
毎
日
新
聞
社
で
の
上
司
で
も
あ
る
吉
岡
文
六
が
竹
槍
事
件
で
下
し

た
決
断
に
も
通
じ
る
。
中
道
と
い
う
名
前
か
ら
連
想
さ
せ
る
「
ど
っ

ち
つ
か
ず
」
で
は
な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
圧
力
に
抗
し
て
、
谷
間
な
ら

ぬ
峰
の
頂
角
を
い
く
よ
う
な
、
け
わ
し
い
戦
い
」
を
意
味
す
る
。

　

田
中
香
苗
は
敗
戦
か
ら
4
年
が
経
っ
た
1
9
4
9
年
、
若
年
層
向

け
に
『
新
聞
と
新
聞
記
者
』
と
題
し
た
本
を
書
い
て
い
る
。
比
較
的

平
易
な
文
章
が
並
ぶ
。「
新
聞
社
は
、何
も
の
に
も
、制
限
さ
れ
ず
に
、

自
由
に
記
事
を
書
く

─
こ
れ
が
報
道
の
自
由
で
、
こ
の
自
由
が
な

い
か
ぎ
り
、
正
し
い
報
道
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。
太
平

洋
戦
争
中
、
日
本
の
新
聞
社
は
、
報
道
の
自
由
を
持
ち
得
な
か
っ
た

の
で
す
。
当
時
の
軍
部
や
政
府
は
い
ろ
ん
な
法
規
や
命
令
で
、
新
聞

社
を
し
ば
り
あ
げ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
国
民
の
た
め
を
思
う
新

聞
記
者
に
と
つ
て
何
よ
り
も
残
念
な
こ
と
で
し
た
」。218

ペ
ン
を
取
り
、

原
稿
用
紙
に
向
か
い
な
が
ら
、
竹
槍
事
件
を
、
ま
た
吉
岡
文
六
の
苦

渋
を
回
想
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
東
亜
同
文
書
院
に
発
し
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
は
、
文
化
大
革
命
報
道
や
、
そ
の
渦
中
で
の

追
放
劇
を
通
じ
て
、
系
譜
と
な
っ
て
生
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

田
中
香
苗
は
毎
日
新
聞
社
の
一
線
を
退
い
た
の
ち
、
同
社
が
設
立

に
深
く
関
与
し
た
一
般
社
団
法
人
・
ア
ジ
ア
調
査
会
の
副
会
長
と
な

る
。
ア
ジ
ア
調
査
会
で
約
7
年
間
、
秘
書
と
し
て
田
中
に
仕
え
た
海

藤
ユ
キ
子
は
論
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し「
田
中
さ
ん
に
と
っ
て
、

常
に
中
国
に
対
す
る
思
い
を
抑
え
が
た
か
っ
た
。
本
人
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
青
春
そ
の
も
の
。
肌
感
覚
の
中
国
を
大
切
に
し
て
い
た
」
と

語
る
一
方
、
四
人
組
が
跋ば
っ

扈こ

す
る
中
国
を
指
し
「『
つ
ま
ら
な
い
。

あ
ん
な
中
国
に
は
行
き
た
く
な
い
。見
た
く
な
い
』と
繰
り
返
し
言
っ

て
い
た
」
と
証
言
す
る
。219

　

中
国
に
共
産
党
政
権
が
成
立
し
て
以
降
、
日
本
社
会
を
熱
病
の
よ

う
な
中
国
礼
賛
が
包
み
込
ん
だ
。
た
だ
、
田
中
香
苗
は
そ
れ
に
同
調

し
な
か
っ
た
。
前
出
の
山
内
大
介
は
、田
中
の
中
国
観
に
つ
い
て「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
利
害
関
係
に
判
断
基
準
を
置
い
た
中
国
観
で
は
な

く
、
中
国
社
会
の
本
質
と
も
い
う
べ
き
封
建
性
、
停
滞
性
、
後
進
性

に
同
情
を
寄
せ
る
一
方
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
高
く
評
価

す
る
と
い
う
柔
軟
な
視
点
だ
っ
た
」220

と
記
し
て
い
る
。
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中
国
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

が
す
べ
て
に
優
先
し
、
田
中

香
苗
の
原
点
で
あ
る
東
亜

同
文
書
院
の
学
生
時
代
、
そ

の
後
の
記
者
時
代
と
ま
っ

た
く
異
な
る
国
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
認

識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
田
中
が
中
国
の
本
質

を
し
っ
か
り
捉
え
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
れ
が
文
革
時
に

お
け
る
記
者
追
放
劇
で
の

対
応
に
も
表
れ
て
い
た
。
そ

ん
な
中
国
を
、
田
中
は
改

革
・
開
放
政
策
が
動
き
始
め

た
1
9
8
1
年
ま
で
訪
問

し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
第
2
章
冒
頭
で
紹

介
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
駐

在
す
る
外
国
人
記
者
は
、
時

に
国
外
追
放
に
遭
い
、
そ
う

な
ら
な
く
て
も
、
取
材
へ
の

妨
害
な
ど
他
の
国
に
は
な

い
息
苦
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
記
者
活
動
を
続
け
て
い
る
。
中
国
外

国
人
記
者
ク
ラ
ブ
（
F
C
C
C
）
が
報
告
書
で
「
当
局
が
容
認
で
き

な
い
報
道
を
排
除
す
る
傾
向
が
毛
沢
東
時
代
並
み
に
強
ま
っ
て
い

る
」
今
日
こ
そ
、
文
化
大
革
命
時
に
中
国
側
が
行
っ
た
外
国
人
記
者

へ
の
処
分
か
ら
、学
ぶ
も
の
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

田
中
香
苗
が
生
涯
を
通
じ
て
得
た
中
国
に
対
す
る
知
識
と
経
験

は
、
次
の
機
会
に
活
か
さ
れ
て
い
く
。
柔
軟
で
あ
り
な
が
ら
批
判
を

失
わ
ぬ
冷
静
な
中
国
観
察
眼
は
、
日
中
国
交
正
常
化
に
至
る
過
程
で

活
か
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
第
3
章
で
取
り
上
げ
る
。

178　

現
在
、
題
字
は
『
産
経
新
聞
』
と
改
名
。

179　

江
頭
数
馬
『
北
京
を
追
わ
れ
て
』（
毎
日
新
聞
社
、
1
9
6
7
年
11
月
）
18
頁
。

180　

前
掲
、
江
頭
数
馬
『
北
京
を
追
わ
れ
て
』、
ま
え
が
き
。

181　
（
無
署
名
）「
我
外
交
部
限
令
三
名
日
本
记

者
离
开
中
国
」（『
新
华
社
』、

1
9
6
7
年
9
月
10
日
）『
人
民
日
報
』
に
は
翌
11
日
5
面
に
掲
載
さ
れ
た
。

182　

1
9
0
1－

1
9
7
5
年
。
山
口
県
出
身
。
旧
鉄
道
省
官
僚
か
ら
政
界
へ
転
出
、
郵

政
相
、
建
設
相
な
ど
を
経
て
、
1
9
6
4
年
11
月
か
ら
72
年
6
月
の
7
年
半
、
首

相
を
務
め
る
長
期
政
権
を
維
持
し
た
。
日
本
人
記
者
3
人
の
中
国
追
放
時
の
首
相

だ
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
平
和
へ
の
貢
献
を
理
由
に
74
年
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

183　

福
原
亮
一
「
文
革
に
翻
弄
さ
れ
た
記
者
交
換
」（『
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
』、
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
、
2
0
0
8
年
6
月
、
第
4
6
0
号
）
4
頁
。

飯田　和郎（いいだ・かずお）氏
　1960 年生まれ。関西学院大学経済学部卒業後、
1983 年毎日新聞社入社。佐賀支局、西部本社報道部を
経て 91年に東京本社外信部。北京特派員、台北支局長、
中国総局長（北京）、外信部長など。2013 年 RKB毎日
放送（本社・福岡市）に移り、報道制作センター長、専
務取締役などを務めたのち 23年に退職。在職中から福
岡市の西南学院大学院国際文化研究科修士課程に通い、
本稿を修士論文として提出（『アジア時報』用に改題）、
24年 3月修了した。一般社団法人アジア調査会理事。
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184　

前
掲
、
江
頭
数
馬
『
北
京
を
追
わ
れ
て
』
16
頁
。

185　

同
前
、
17
頁
。

186　
（
無
署
名
）「
社
説　

険
悪
化
す
る
中
ソ
関
係
」（『
毎
日
新
聞
』、
1
9
6
7
年
2
月

3
日
朝
刊
）
5
面
。

187　

パ
リ
か
ら
引
き
揚
げ
る
途
中
の
69
人
の
中
国
人
留
学
生
が
モ
ス
ク
ワ
の
レ
ー
ニ
ン

廟
入
口
で
毛
沢
東
語
録
を
読
み
あ
げ
て
参
観
人
の
邪
魔
を
し
た
た
め
、
ソ
連
警
察

が
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
、こ
ぜ
り
合
い
と
な
っ
た
事
件
。
中
国
外
交
部
に
よ
る
と
、

中
国
人
学
生
30
数
人
が
な
ぐ
ら
れ
、
け
が
を
し
た
と
し
て
い
る
。
1
9
6
7
年
2

月
3
日
付
『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
1
面
の
記
事
は
、こ
の
出
来
事
を
“
赤
の
広
場
事
件
”

と
し
て
、ダ
ブ
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ト
付
き
で
表
現
し
て
お
り
、本
稿
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
。

188　
（
無
署
名
）「
断
交
寸
前
の
中
ソ
関
係　

ソ
連
、
一
応
冷
静
に
対
処　

国
境
厳
戒
、

予
断
を
許
さ
ず
」（『
毎
日
新
聞
』、
1
9
6
7
年
2
月
3
日
朝
刊
）
1
面
。

189　
（
無
署
名
）「
社
论　

痛
击
苏
修
混
蛋
们
的
疯
狂
挑
衅
！
」（『
人
民
日
報
』、

1
9
6
7
年
1
月
27
日
）
1
面
。

190　

前
掲
、（
無
署
名
）「
断
交
寸
前
の
中
ソ
関
係　

ソ
連
、
一
応
冷
静
に
対
処　

国
境

厳
戒
、
予
断
を
許
さ
ず
」（『
毎
日
新
聞
』、
1
9
6
7
年
2
月
3
日
朝
刊
）
1
面
。

191　

前
掲
、
江
頭
数
馬
『
北
京
を
追
わ
れ
て
』
1
6
３
頁
。

192　

同
前
、
34
頁
。

193　

前
田
雄
二
「
奇
異
な
三
記
者
追
放
の
理
由
─
日
中
記
者
交
換
協
定
の
“
精
神
”
に

つ
い
て
─
」（『
新
聞
研
究
』、
日
本
新
聞
協
会
、
第
1
9
6
号
、
1
9
6
7
年
11
月
）

48－

49
頁
。

194　

前
掲
、
江
頭
数
馬
『
北
京
を
追
わ
れ
て
』
29
頁
。

195　

前
掲
、
山
内
大
介
「
刊
行
の
辞
」（『
回
顧　

田
中
香
苗
』）
ⅲ
頁
。

196　
（
無
署
名
）「
各
界
に
お
け
る
同
窓
の
活
動
」（
前
掲
、『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
─

創
立
八
十
周
年
記
念
誌
─
』）
2
9
３
頁
。

197　

1
8
9
9－

1
9
4
5
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
東
亜
同
文
書
院
第
18
期
。
毎
日
新
聞

記
者
と
し
て
大
連
、
奉
天
、
北
京
、
新
京
、
上
海
な
ど
中
国
各
地
で
活
動
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
で
戦
病
死
し
た
。

198　

1
8
8
5－

1
9
2
8
年
、
宮
崎
県
生
ま
れ
。
本
名
繁
。
歌
人
。
尾
上
柴
舟
に
師
事
。

「
創
作
」
刊
行
。
旅
と
酒
を
愛
し
、
平
明
な
歌
風
に
よ
り
自
然
主
義
歌
人
と
し
て
活

躍
し
た
。
著
「
海
の
声
」「
別
離
」「
死
か
芸
術
か
」「
山
桜
の
歌
」
な
ど
。

199　

前
掲
、（
無
署
名
）「
各
界
に
お
け
る
同
窓
の
活
動
」（『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
─

創
立
八
十
周
年
記
念
誌
─
』）
2
9
３
頁
。

200　

波
多
野
裕
造
「
米
国
務
次
官
ら
不
当
な
証
言　

毎
日
、
朝
日
両
紙
を
非
難
」（『
毎

日
新
聞
』、
1
9
6
5
年
4
月
30
日
朝
刊
）
1
面
。

201　

田
中
香
苗
「
ア
ジ
ア
で
正
し
い
政
策
を　

田
中
毎
日
新
聞
編
集
主
幹
談
話
」（
前
掲
、

『
毎
日
新
聞
』、
1
9
6
5
年
4
月
30
日
朝
刊
）
1
面
。

202　
（
無
署
名
）「
事
実
無
根
の
マ
証
言
」（『
朝
日
新
聞
』、
1
9
6
5
年
4
月
30
日
朝
刊
）

2
面
。「
マ
証
言
」
と
は
米
国
の
前
駐
日
大
使
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
国
務
次
官
補
の
証

言
を
意
味
す
る
。

203　

ロ
イ
タ
ー
共
同
「
毎
日
、
朝
日
批
判
の
上
院
委
証
言　

米
政
府
見
解
で
は
な
い　

国
務
省
声
明　

数
年
前
の
こ
と
」（『
毎
日
新
聞
』、
1
9
6
5
年
5
月
1
日
朝
刊
）

1
面
。

204　

枝
松
茂
之
「
編
集
主
幹
の
見
識　

対
中
早
乗
り
に
慎
重
さ
」（
前
掲
、『
回
顧　

田

中
香
苗
』）
2
5
6
頁
。

205　

1
9
0
３
年－
1
9
9
5
年
、
鳥
取
県
出
身
。
戦
前
の
内
務
省
官
僚
か
ら
戦
後
は
衆
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院
議
員
に
転
じ
た
。
中
国
と
太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、日
中
記
者
交
換
協
定
の
実
現
や
、

1
9
7
2
年
の
日
中
国
交
正
常
化
に
も
尽
力
し
た
。

206　

1
8
9
8－

1
9
7
6
年
、
中
国
の
政
治
家
。
日
本
に
留
学
後
、
天
津
で
「
五
・
四

運
動
」
に
参
加
。
の
ち
、
パ
リ
留
学
中
に
中
国
共
産
党
フ
ラ
ン
ス
支
部
を
組
織
。

第
二
次
大
戦
中
は
国
共
合
作
・
抗
日
統
一
戦
線
結
成
に
活
躍
。
中
華
人
民
共
和
国

成
立
後
は
首
相
と
し
て
敏
腕
を
振
る
っ
た
。

207　

宮
森
喜
久
二
「
評
伝
」（
前
掲
、『
回
顧　

田
中
香
苗
』）
91
頁
。

208　
（
無
署
名
）「
社
説　

北
京
の
日
本
記
者
退
去
処
分
」（『
毎
日
新
聞
』、
1
9
6
7
年

9
月
20
日
朝
刊
）
5
頁
。

209　

前
掲
、
枝
松
茂
之
「
編
集
主
幹
の
見
識　

対
中
早
乗
り
に
慎
重
さ
」（『
回
顧　

田

中
香
苗
』）
2
5
8
頁
。

210　

前
掲
、
宮
森
喜
久
二
「
評
伝
」（『
回
顧　

田
中
香
苗
』）
91
頁
。

211　

秋
岡
家
栄
『
北
京
特
派
員　

文
化
大
革
命
か
ら
日
中
国
交
回
復
ま
で
』（
朝
日
新
聞

社
、
1
9
7
３
年
8
月
）
1
9
8
頁
。

212　

江
幡
清
「
揺
れ
動
く
世
界
と
新
聞
報
道
」（『
新
聞
研
究
』、
日
本
新
聞
協
会
、
第

2
4
6
号
、
1
9
7
2
年
1
月
）
12
頁
。

213　

中
島
嶺
雄
「
揺
れ
動
く
世
界
と
新
聞
報
道
」（
前
掲
、『
新
聞
研
究
』、
第
2
4
6
号
、

1
9
7
2
年
1
月
）
12
頁
。

214　

前
掲
、（
無
署
名
）「
各
界
に
お
け
る
同
窓
の
活
動
」（『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
─

創
立
八
十
周
年
記
念
誌
─
』）
2
9
4
頁
。

215　

同
前
、
2
9
4
頁
。

216　

前
掲
、
宮
森
喜
久
二
「
評
伝
」（『
回
顧　

田
中
香
苗
』）
87
頁
。

217　

田
中
香
苗
「
社
会
変
動
下
に
お
け
る
客
観
報
道
」（『
新
聞
研
究
』、
日
本
新
聞
協
会
、

1
9
6
8
年
12
月
号
通
巻
第
2
0
9
号
）
9
頁
。

218　

田
中
香
苗
『
新
聞
と
新
聞
記
者
』（
翰
林
書
院
、
1
9
4
9
年
11
月
）
18
頁
。

219　

2
0
2
2
年
5
月
18
日
、
論
者
が
東
京
都
世
田
谷
区
内
で
海
藤
ユ
キ
子
に
行
っ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
。

220　

前
掲
、
山
内
大
介
「
刊
行
の
辞
」（『
回
顧　

田
中
香
苗
』）
ⅴ
頁
。


